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 学校便り                         

新年に思うこと 

校長 T.I. 

 種子島での初めてのお正月を過ごしました。元日の朝は，少し曇っていましたが，

増田の海岸に初日の出を見に行きました。ここで，納官小の子供たちに，さっそく出

会うという偶然もあり，なんだかうれしい新年の始まりでした。みなさん，今年もよ

ろしくお願いいたします。 

さて，年末年始の間にテレビ，映画，読書，インターネット…といつもより触れる

時間が多かったのですが，そんな中で「ならぬことはならぬものです」という言葉が心に残りました。

「やってはいけないことは，やってはいけない」という単純明快な言葉です。 

江戸時代，会津藩（あいづはん・現在の福島県）

では，六歳から九歳までの会津藩士（あいづは

んし）の子供たち（男子に限る）は，町ごとに

十人前後で「什（じゅう）」というグループを

作り，十歳で藩校（はんこう）に入学する前

に，会津藩士の心がまえを学んだそうです。

毎日順番にグループの家に集まり，そこでリ

ーダーである什長（じゅうちょう）が「什の掟

（おきて）」と言われるお話をし，最後に「なら

ぬことはならぬものです」という言葉でしめくくったそうです。 

今の時代の価値観には合わない内容もありますが，「うそを言ってはいけない」「ひきょうなふるまい

をしてはいけない」「弱いものをいじめてはいけない」などは，理屈ではなく，難しいことでもなく，

子供たちでもだれでも共感することではないかと思います。 

子供たち同士で行動をふりかえり「だめなものはだめ」と反省会をしていたと言いますが，納官小の子

供たちも，たて割り活動では上級生がリーダーとなって，反省会をする場面がありますね。「だめなものは

だめ」という暗黙（あんもく）の基準があることで，私たちは正しく判断し行動できるのではないでしょう

か。時には失敗したり，しかられたり，ケンカをしてしまったりすることもあるかもしれませんが，いろ

んな経験をしながら，今年も成長していってほしいと思います。 

 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

←納官小学校HP 

学習情報センターHP→ 

一 年長者の言うことにそむいてはなりませぬ 

一 年長者におじぎをしなければなりませぬ 

一 うそを言うことはなりませぬ 

一 ひきょうなふるまいをしてはなりませぬ 

一 弱いものをいじめてはなりませぬ 

一 戸外で物を食べてはなりませぬ 

一 戸外で婦人と言葉を交えてはなりませぬ 

【什
じゅう

の掟
おきて

】 

 

 

１月２日（土）に今年成人を迎えた卒業生Ｎさんが学校に来られました。本来ならば成人式のため

に帰省した同級生と一緒に来校し,卒業時に保管したタイムカプセルをあける予定でしたが,新型コロ

ナウィルス感染予防のために,成人式が中止となり,他の同級生は帰省しなかったということでした。 

同級生６人はみんなそれぞれの場所で生活していますが連絡は 

取り合っているとのこと。みんなで集まってタイムカプセルを開 

けるときは，ぜひ小学校に遊びにきてほしいと思うことでした。 

 さて皆さんが20歳のときは何をしているでしょう？皆さんは 

どんな自分を想像しますか？皆さんが20歳になったころ，どん 

な社会になっているでしょうね。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                (新型コロナウイルス感染症等の影響により， 
                                延期や中止になることがあります) 

１/８(金) 

９(土) 

11(月) 

13(水) 

1５(金) 

19(火) 

始業式 

土曜授業日 

成人の日 

鹿児島学習定着度調査(5年)～14 

授業参観・学校保健委員会 

標準学力検査(全学年)～20 

2/ 

11(木) 

12(金) 

13(土) 

19(金) 

23(火) 

入学説明会(実施日未定) 

建国記念の日 

町小中高学力向上対策委員会 

土曜授業 

学習発表会 

天皇誕生日 

 

令和２年も頑張りました！～２学期終業式～ 

12月24日に２学期の終業式を実施しました。例年であれば運動会に始ま 

り，ものすごい数の行事が行われる２学期ですが，今年はそのほとんどが 

中止となりました。寂しい部分もありますが，一つ一つの行事に丁寧に向 

き合うことができたと同時に，本当に必要なものは何かということを考え 

ることができたいい機会でもありました。その２学期を振り返って，２年 

生のＧさんと４年生のＨさんが，児童を代表して反省等を述 

べました。２学期頑張ったこと，冬休みに楽しみにしていることなどを堂 

々とみんなの前で話すことができました。 

そして，令和も３年目に入り，３学期がスタートしました。今年度も残 

り少なくなってきましたが，一年の総まとめをしっかりと行い，進学・進 

級に備えていきます。引き続き，納官小及び納官キッズへの温かい御支援 

・御協力をお願いします 

 

12月21日に，門松づくりをしていただきま

した。例年は，たくさん人が集まっての作業

となりますが，この社会状況等を鑑み少人数

での作業となりました。少ない人数ながら，

手際よく門松をくみ上げていく姿は，さすが

です。12月中は，暖かい日が多く，年末とい

う実感がなかなか湧かなかったですが，これ

で一気に雰囲気が出たとともに，素晴らしい

令和３年を迎えられました。大変な竹の伐採，

組み立てと，本当にありがとうございました。 

門松づくり 

12月15日に町老人クラブ女性部の方々

から，ぞうきんを寄贈していただきまし

た。昨年度に引き続き，一枚一枚丁寧に

縫われたぞうきんです。温かみのあるし

っかりとしたぞうきんでそうじができる

のは，とてもありがたいことです。大切

に使わせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

ぞうきんの贈呈 

１・２月の主な行事 


